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１ 災害関連死について 

(1) 迅速かつ正確な認定には平時からの準備が必要だが、県内市町

における審査会設置に係る条例等の制定状況と、県の市町に対す

る支援について聞く。 

(2) 認定の考え方について聞く。 

 

２ 被災地における孤独死対策について 

孤独死を防ぐためにどのような取り組みを行うのか。 

 

３ 家財道具置き場について 

今後、公費解体が本格化する中、被災者の居住地や仮設住宅の

近くに、コンテナやプレハブなど家財道具の一時保管場所を設置

すべきと思うがどうか。 

 

４ 住宅耐震化促進事業について 

 (1) ６月補正予算により補助対象に追加される「傾斜修復」とは、

具体的にどのような状態を指すのか。 

 (2) 新規事業である被災宅地等復旧支援事業においても「傾斜修復

への支援」が含まれるが、内容に違いがあるのか。 

 

５ 被災者の就労支援について 

 (1) これまでの取り組みによる成果を聞く。 

 (2) ６月補正予算に盛り込まれた被災事業者の雇用維持・人材確保

  や被災者の就労支援の具体的な内容を聞く。 

 

６ 県職員の働き方について 

   復旧・復興や成長戦略の実現に向けて県職員の負担が大きくな

っているが、時間外勤務の現状と、過重労働を防ぐための取り組

みを聞く。 

 

 

 

知 事 

危機管理監 

 

 

 

 

知 事 

健康福祉部長 

 

知 事 

復旧・復興推進部長 

 

 

 

知 事 

土 木 部 長 

 

 

 

 

知 事 

商工労働部長 

 

 

 

知 事 

総 務 部 長 

 

 



この質疑要旨は６月４日午後６時５分に取りまとめたものです。 

                                                

                            質 疑 要 旨                       田中美絵子議員 No.2 
 

質 疑 要 旨 要 答 弁 者 

７ 熱中症対策について 

避難所をはじめとした被災地における熱中症対策にどのように

取り組むのか。 

 

８ 災害の風化防止について 

   能登半島地震を風化させないために、県としてどのような取り

組みを行うのか。 

 

９ 被災による転出入の際の児童扶養手当について 

(1) 住所変更をした場合でも切れ目なく給付されるようにしてほし

いがどうか。 

(2) 転出入の事務手続きは市町が窓口となるが、分かりやすい説明

や広報に、県としても取り組んでほしいがどうか。 

 

10 実家が被災地にある方への支援について 

現在は能登から離れていても将来戻れるよう、家屋修繕や生活

再建に関する様々な支援制度の対象を拡大してほしいがどうか。 

 

11 子ども食堂について 

(1) 被災地での早期再開に向けて支援を行ってほしいがどうか。 

(2) 被災地の子ども食堂は子どもだけでなく世代間や地域の交流の

場としての役割も期待できると思うが、所見を聞く。 

(3) 能登地域での出張子ども食堂の開催に対して支援を行ってほし

いがどうか。 

 

12 児童生徒の心のケアについて 

   震災に起因する児童生徒の精神的不安やストレスを軽減するた

めにどのような対策を講じているのか。 

 

13 最低賃金について 

(1) 物価上昇が厳しい中、他県のように、最低賃金の引き上げを関

係各所に働きかけないのか。 
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(2) 本県の基幹産業である繊維産業の特定最低賃金が、地方最低賃

金審議会において「改定の必要なし」とされている現状に対する

見解を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


